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研究の対象
1990年5月から2010年12月までに当院で筋層浸潤性膀胱癌と診断され、放射線併用動注化学療法
を施行した78症例

研究目的・方法

筋層浸潤性膀胱癌に対しては現在、暴行全摘術と尿路変向手術を行うことが世界的に標準治療
とされている。暴行全摘手術と比較して、膀胱温存治療法である放射線併用動注化学療法の有
用性・安全性を検討することを目的とする。上記78症例の治療成績、副作用の発現に対して後
方視的に癌特異的生存率・全生存率・有害事象・予後予測因子等について解析・検討を行う。

研究に用いる
試料・情報の種類

CT・MRI画像、膀胱癌手術時の病理組織所見、尿細胞診所見、血液データ所見、年齢、男女の
別、PS(performance status)等

外部への
試料・情報の提供

解析したデータをまとめて論文化を行う予定

個人情報の取り扱い
使用した情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。
また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

利益相反の有無 　有　・　無　（　　　　　　　　　　）

お問い合わせ先

廿日市市地御前１丁目３番３号
ＪＡ広島総合病院　　　　泌尿器科
研究責任者：　加藤　昌生
TEL：0829-36-3111　/　FAX：0829-36-5573

備考

年　　　　月　　　日

ＪＡ広島総合病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研
究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。


